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　子どもの病気は適切な年齢でワクチンを接種することで感染や重症化を防ぐこと
ができます。また、予防接種を受けることで、自分が病気になることを防ぐだけでな
く、周囲の人への感染を防ぎ、感染症のまん延を防ぐことにもつながります。
　子どもの健康のためにも、接種時期を遅らせず必要な予防接種を済ませましょう。

ワクチン名 対象者と接種回数

麻しん風しん混合（MR）
1 期：生後 1 歳以上 2 歳未満

2 期：保育所年長児（相当）4 月 1 日から 3 月 31 日の期間で 1 回

水ぼうそう 生後 1 歳から 3 歳未満（2 回）

日本脳炎（1 期） 1 期：生後６カ月から 7 歳 6 カ月未満（3 回）

ワクチン名 対象者と接種回数

日本脳炎（2 期） 2 期：9 歳から 13 歳未満（1 回）

二種混合 11 歳から 13 歳未満（1 回）

ワクチン名 対象者と接種回数

子宮頸がん
12 歳となる日の属する年度の初日から

16 歳になる日が属する年度末日まで（3 回）

■接種される際には、必ず母子健康手帳と予診票を持っていきましょう。接種間隔は、接種医とご相談ください。

【子宮頸がん予防ワクチンのキャッチアップ接種について】
平成 25年 6月から令和 3年 11月までの接種の積極的勧奨の差し控えにより接種機会を逃した方（平成 9年
度生まれから平成 17年度生まれ（※）の女性）は、令和 4年度から 6年度の 3年間に限り、従来の定期予防
接種の年齢を超えて無料で 3回の接種を受けることができます。対象の方には個別通知を送付しています。
※令和 5年度は平成 18年度生まれ、令和 6年度には平成 19年度生まれの方も対象に加わります。

【日本脳炎ワクチンの特例について】
平成 17年度から平成 21年度にかけての接種の積極的勧奨の差し控えにより、日本脳炎の予防接種を受ける
機会を逃した平成 7年 4月 2日～平成 19年 4月 1日生まれの方は特例で定期予防接種の対象になります（無
料での接種は 20歳の誕生日の前日までです）。詳しくは下記までお問い合わせください。

予防接種　受け忘れていませんか？予防接種　受け忘れていませんか？

【問合せ先】町健康福祉センター（電話 72-1852）

接種を忘れがちな予防接種（小学校に上がる前）

小学生に必要な予防接種

中学生に必要な予防接種（女子のみ）
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対象者 対象生年月日

65 歳 昭和 32 年 4 月 2 日生まれ～昭和 33 年 4 月 1 日生まれの人

70 歳 昭和 27 年 4 月 2 日生まれ～昭和 28 年 4 月 1 日生まれの人

75 歳 昭和 22 年 4 月 2 日生まれ～昭和 23 年 4 月 1 日生まれの人

80 歳 昭和 17 年 4 月 2 日生まれ～昭和 18 年 4 月 1 日生まれの人

85 歳 昭和 12 年 4 月 2 日生まれ～昭和 13 年 4 月 1 日生まれの人

90 歳 昭和 7 年 4 月 2 日生まれ～昭和 8 年 4 月 1 日生まれの人

95 歳 昭和 2 年 4 月 2 日生まれ～昭和 3 年 4 月 1 日生まれの人

100 歳 大正 11 年 4 月 2 日生まれ～大正 12 年 4 月 1 日生まれの人

令和 4年度高齢者肺炎球菌ワクチン対象者

■対象者には、令和 4年 4月に高齢者肺炎球菌ワクチン受診券を送付しています。ただし、過去に任意接種
で高齢者の肺炎球菌ワクチンを 1回でも接種した人や、5年前の平成 29年度に接種した人は対象外です。
※新型コロナウイルスワクチンの接種とは 2週間以上の間隔をあけてください。
■接種を希望する人は、かかりつけ医へご相談ください。
■受診券を紛失した場合は、再発行しますので下記までご連絡ください。

【問合せ先】町健康福祉センター（電話 72-1852）

【
接
種
期
間
】

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

【
自
己
負
担
額
】

２
，
０
０
０
円


